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目 的

牛 肉の 自由化 と景気低迷 に より子牛価格が暴落 し,生 産者に大 きな打撃 を与 えて いる。今後の相場展開に

よっては,生 産意欲 に大 き く影響 を与 える。入来牧 場 も同様に極 めて厳 しい状況におかれ ている。そ こで本

調査では,平 成5年 の鹿児島県内子牛市場 の集荷頭数 や価格変動 を調査 し,入 来牧場運営の基礎 資料 を得 よ

うとした。

材料 と方法

鹿児島県内(都 城 市場含 む)の 子牛 市場(19カ 所)に ついて調査 を行 った。調査期 間は1993年1月 ～12月

までの1年 間 とし,県 内の月別売上頭数,月 別 売上 額お よび去勢 ・雌の市場別 平均価格 を調査 した。

結果 と考察

市場規模は,本 土 にお いては曽於 お よび肝属 が,離 島においては種子島お よび和泊が大 きい。市場別の月

別売上頭数及び売上額 は,1月 か ら5月 が 多 く6月 以降は少な く推移 し,特 に8月 は少 ない値 を示 した。そ

の結果,鹿 児島県全体 での 月別売上頭数 は,1月 か ら5月 にか けて多 く,6月 以降は少 な くな り,特 に8月

が少ない値 を示 した(第1図)。 月別の子牛平均価格 は1月 お よび2月 が高 く,3月 か ら急落 し,4月 以降は

更に低 く推移 し,平 年 では価格が上昇す る牛 肉需要期 の11月 か ら12月 の間 も,価 格上昇は見 られなか った(第

2図)。

去勢子牛の価格 を大規模 市場 間で,年 間 を通 して比較す る と,姶 良市場 は高 く,次 に都城市場が高 く推移

した。 しか し,曽 於及 び肝属 市場 は,姶 良及び都城市場 よ り有意 に低 く推移 した(第3図)。 奇数 月市場の大

口,鹿 児島中央及び指宿市場 での去勢子牛価格 は,大 口 と鹿 児島 中央市場 が有意 に高 く推移 したが,肥 育地

帯である指宿市場 の価格は有意に低 く推移 した(第4図)。 偶数 月市場 の薩摩,出 水及 び熊毛市場 の去勢子牛

価格 は,肥 育地帯 の出水市場の価格 が有意 に高 く推移 した。 また繁 殖地帯 である薩摩市場 の価格 と離島の種

子島市場間における価格の推移 には,有 意 な差が認め られ なか った(第5図)。

雌子牛の価格 を大規模 市場 間で比較す る と姶良,都 城,曽 於及び肝属市場 の順 で価格差が見 られ,特 に姶

良市場 での価格が有意に高 く推移 した(第6図)。 奇数 月市場の大 口,鹿 児島中央および指宿市場 の雌子牛価

格は,大 口及び鹿児島中央市場 で有意に高 く推移 した(第7図)。 偶数 月市場である薩摩,出 水および熊毛市

場の雌子牛価格 の年 間推移 は,特 に出水市場 で高 く推移 し,熊 毛市場 との間で有意差が認め られた(第8図)。

以上 を要約す る と,1993年 の子牛価格 は3月 以降急落 し,そ の後全体 として低 く推移 し,牛 肉需要期 の11

月か ら12月 にかけ て も,上 昇 は見 られ なか った。 また市場規模や繁殖子牛及 び肥育牛 の生産地帯等各種要 因

によ り,去 勢 ・雌子牛 とも,市 場子牛価格の年間推移 に有意 な差が認め られた。 これ らの原 因を更に検討 し,

今後の牧場運営に役立て る必要 ある。
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